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欲望の過剰

そもそも欲望とは

何か

食欲、性欲→権力欲
食欲、性欲にはじ

まる

エネルギーの発す

るところ、湧き出

る元
「かくありたい」

と願い、欲望する

動物にも欲望があ

る

動物は欲を生き、

その上に人間は望

むもの→意志により

欲を制限・抑制 人間は言葉を使う

社会によって制約

される 理性、分別、道徳

人間にはそもそも

全てをぶち壊した

い破壊欲動がある

環境、自分のいま

ある状況から脱し

たい

女であること→抑圧

→脱したい

欲と望は分ける必

要はない

個人の欲望と集団

の欲望

個人のいままでを

生かして、これか

ら～したい

戦争→国家と国家、

集団と集団の衝突、

争い

一般の人はだまさ

れているだけ

個人に理性は働く

か→集団の階層の中

に組み込まれる→良

心による個人の意

志は抑圧

国、集団→権威のあ

るものに服従→承認

されることにより

自らの価値を確認

承認への欲望と不

安

キリストは救った

群衆に捕らえられ

殺された

群衆は自分の神を

殺してしまった

ナチスを支持した

ドイツ民衆

日本軍国主義を支

持した大多数の日

本人

プーチンを支持し

ているロシアの

人々

善い欲望と悪い欲

望があるのか

総督ピラトは冷静

になるように説い

たが群衆はきかな

かった

欲望に善いも悪い

もない

欲望はどこから来

るのか

前頭葉があるから

頭にくる

「肚をくくる」と

いうことがある

縄文時代、人間は

肚で生きていた

思考中毒が現代だ

赤ん坊→泣く
母親は乳をやり愛

情をかける

一方で泣くことを

禁止

人間関係、承認関

係、社会性の形成

自分に向きすぎる

と自殺

お金教、組織教、

他人教

自分よりお金や他

人を優先の欲望

自分の生き方を貫

いている人の欲望

職場でブレーキに

なっていた

人からどう思われ

るか、人からさげ

すまれることを恐

れてばかりいた

ことばがあること→

人間はことばを交

わす



鹿児島の特攻隊出

撃基地知覧の記念

館に行った

手紙を見て涙した→

そのうちの一つ

生きているうちにや

らなかったら・・

三歳で実の母に死に

別れ継母に育てられ

た→一回もお母さんと

呼ばなかった

明日特攻として死

ぬに当たり、「お

母さんと呼ばせて

ください」との最

後の手紙→涙した

自分のこころ（良

心）にしたがって

生きているのかな

自分のやりたいこ

とをやらなければ

と思った

欲望は作られる→資

本主義、利潤

欲望を利用する。

現代ではSNSなども 特攻隊の欲望→死の

正当化、意味づけ

人間は生きる意味

を求める→欲望

生きること自体に

意味はない

人間の欲望は理性

や道徳を求める性

向がある

善きもの、美しき

もの→真善美
この欲望は本当に

自分の欲望なのか

組織に認められた

い 自分で自分を認め

る

自分で自分を愛す

る

自分と世界とのか

かわり

欲望があってはじ

めて知覚も成り立

つ

対象へ向かう「志

向性」があるから

対象の像が思い描

かれる
我々は欲望を生き

ている

見たいものが見え

る

聞きたいものしか

聞こえない

自分は価値ある存

在だと思いたい


